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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月27日(2010.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路内で出力電圧源を生成するチャージポンプ装置であって、
　ａ）転送コンデンサと、
　ｂ）それぞれが少なくとも１つのチャージポンプクロック出力の制御の下で、導通状態
と非導通状態とを切替可能な、複数の転送コンデンサ結合スイッチと、
　ｃ）（ｉ）前記チャージポンプクロック出力の立ち上がり変化率を制限するよう構成さ
れた回路及び（ｉｉ）前記チャージポンプクロック出力の立ち下がり変化率を制限するよ
う構成された回路を有するチャージポンプクロック生成回路と、
　を有し、
　ｄ）前記転送コンデンサ結合スイッチは、前記転送コンデンサに結合され、周期的な第
１の時間の間、前記転送コンデンサを電圧源に結合し及び該周期的な第１の時間と同時に
生じない周期的な第２の時間の間、前記転送コンデンサを前記出力電圧源に結合するよう
制御され、
　前記ｂ）の転送コンデンサ結合スイッチは：
　（ｉ）前記転送コンデンサの一端と前記出力電圧源の共通基準接続との間に配置され、
第１の制御端子ＡＣインピーダンスを有する共通放電スイッチと、
　（ｉｉ）前記転送コンデンサの他端と前記共通基準接続と反対の前記出力電圧源の接続
との間に配置され、前記第１の制御端子ＡＣインピーダンスの少なくとも２倍の第２の制
御端子ＡＣインピーダンスを有する出力電源放電スイッチと、
　を有する、
　ことを特徴とするチャージポンプ装置。
【請求項２】
　前記共通基準接続と反対の前記出力電圧源の前記接続と前記出力電圧源の前記共通基準
接続との間に配置された蓄積コンデンサ、
　を更に有する請求項１記載のチャージポンプ装置。
【請求項３】
　前記出力電源放電スイッチの面積は、前記共通放電スイッチの面積よりも狭く、前記第
１の制御端子ＡＣインピーダンスの少なくとも２倍の前記第２の制御端子ＡＣインピーダ
ンスを有する、
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　ことを特徴とする請求項１記載のチャージポンプ装置。
【請求項４】
　蓄積コンデンサの出力にフィルタを更に有し、共通基準に対してフィルタリングされた
出力電源電圧を供給する、
　ことを特徴とする請求項２記載のチャージポンプ装置。
【請求項５】
　前記フィルタは、抵抗及びフィルタコンデンサを有する、
　ことを特徴とする請求項４記載のチャージポンプ装置。
【請求項６】
　前記フィルタは、一次誘導性インピーダンス及びフィルタコンデンサを有する、
　ことを特徴とする請求項４記載のチャージポンプ装置。
【請求項７】
　前記出力電源放電スイッチのゲート制御は、電圧ストレスを低減するように直列に結合
された２つの結合回路により実施される、
　ことを特徴とする請求項１記載のチャージポンプ装置。
【請求項８】
　第１の結合コンデンサは、前記チャージポンプクロック出力を中間結合端子に結合し、
第１の結合抵抗により中間平均電位にバイアスされ、
　前記チャージポンプクロック出力信号は、第２の結合コンデンサを介して、該中間結合
端子から前記出力電源放電スイッチのゲートに結合され、第２の結合抵抗により前記共通
基準接続と反対の前記出力電圧源の前記接続の電圧にバイアスされる、
　ことを特徴とする請求項７記載のチャージポンプ装置。
【請求項９】
　それぞれ前記チャージポンプクロック生成回路内の駆動回路を増幅することにより流れ
る電流を制限するよう構成された回路、
　を更に有する請求項１記載のチャージポンプ装置。
【請求項１０】
　電源電圧から転送コンデンサ（ＴＣ）への電荷の転送と該ＴＣから出力電源への電荷の
転送を交互に行うことによりチャージポンプから該出力電源を生成する方法であって、
　転送コンデンサ結合スイッチ（ＴＣＣＳ）回路は、前記チャージポンプの切り替え回路
であり、チャージポンプクロックの制御下で前記ＴＣを電源に結合するよう構成され、
　当該方法は、
　ａ）第１のチャージポンプクロック出力の制御下で、放電ＴＣＣＳ回路を介して放電期
間中に前記ＴＣを前記出力電源に結合する段階と、
　ｂ）正の遷移期間及び負の遷移期間の両方の間、前記第１のチャージポンプクロック出
力の電圧の変化率を能動的に制限する段階と、
　を有し、
　当該方法は、
　前記ＴＣの第１の端子を、放電共通ＴＣＣＳを介して前記出力電源の共通基準接続に結
合する段階と、
　前記ＴＣの第２の反対の端子を、放電出力ＴＣＣＳを介して前記共通基準接続と反対の
出力電源接続に結合する段階と、
　前記放電出力ＴＣＣＳ前記放電共通ＴＣＣＳの制御端子ＡＣインピーダンスの少なくと
も２倍の制御端子ＡＣインピーダンスを有するようにする段階と、
　を更に有する方法。
【請求項１１】
　ｃ）放電期間と重ならず交互に生じる充電期間中に、第２のチャージポンプクロック出
力の制御下で、充電ＴＣＣＳを介して前記ＴＣを前記電源電圧に結合する段階と、
　ｄ）前記第２のチャージポンプクロック出力の正及び負の遷移の両方の電圧変化率を能
動的に制限する段階と、
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　を更に有する請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のチャージポンプクロック出力は、前記第２のチャージポンプクロック出力で
ある、
　ことを特徴とする請求項１０記載の方法。
【請求項１３】
　電流制限回路を用いて前記チャージポンプクロック出力の電流駆動容量を制限する段階
、
　を更に有する請求項１０記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１乃至９の何れか一項記載のチャージポンプ装置を提供する段階と、
　前記チャージポンプクロック装置で出力電圧源を生成する段階と、
　を有する回路内で出力電圧源を生成する方法。
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